
1

１．編修の基本方針
　本教科書は，教育基本法に示された「教育の目標（第二条の第１～第５号）」と，学習指導要領に示され
た「地理的分野の目標」を達成し，社会科のねらいである「社会的な見方・考え方を働かせ，課題を追究し
たり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グローバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民
主的な国家及び社会の形成者に必要な公民としての資質・能力の基礎を育成する」ことを目ざして，以下の
柱と三つの方針に基づき編修しています。

１．編修の基本方針

編 修 趣 意 書
（教育基本法との対照表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

31-24 中学校 社会 地理的分野 １-２

発行者の
番号・略称

教科書の
記号・番号 教　科　書　名

17 教出 地理 702 中学社会　地理　地域にまなぶ

持続可能な社会を
創造する市民の育成

編 修 の 柱

地理を学ぶ “楽しさ” を
実感しながら，地域の特色や，
そこに生きる人々のすがたについて
確かな理解とそれを活用する力の育
成を図ります。

郷土や日本の伝統・文化に対する
愛着を深めるとともに，主権者として主体
的に社会に参画し，持続可能な多文化共生社

会を創造する態度の育成を図ります。

地理的事象を多面的にと
らえるなかで多様な見方・考え
方を深めるとともに，グローバル化
する世界・日本・地域の動きを関連
づけて考察し，自分の言葉で表現す

る力の育成を図ります。

主権者として共に生きる力
を育むために…

市民的教養としての
基礎・基本を身に
つけるために…

社会のしくみや
課題を読み解き，
学び合うために…

【思考力，判断力，表現力等】 【知識及び技能】

【学びに向かう力，人間性等】
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【編修の趣旨及び留意点】
　本教科書は，教育基本法第二条に示された教育の目標及び学習指導要領に示された地理的分野の目標を達
成するために，以下の趣旨に基づき編修しています。

◆市民的教養としての基礎・基本が身につく教科書

○生徒が，市民社会を共に築いていくうえで必要な知識や技
能を，自らの関心・意欲に沿って無理なく習得することや，
その後の学習や社会生活のさまざまな場面に応じて活用
することができます。
○生徒が，地理的な見方・考え方を働かせ，他者とのコミュ
ニケーションを通じて，自分の言葉で表現する力を涵養
し，社会や地理についての理解を深め合うことができま
す。

➡「地理の学習を始めるにあたって」「地理にアプローチ」では，小学校で学習した内容と活用してきた「社
会科の（社会的な）見方・考え方」を振り返るとともに，中学校社会科地理的分野における「地理的な見
方・考え方」を確認し，地理の学習について不可欠な地図やグラフの使い方などを学びます。こうした学
習を通して，幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養う基礎としています。

◆現代社会のしくみや課題を読み解き，学び合う教科書

○ 生徒が，現代や過去の社会的事象について，資料を
的確に活用しながら，国際的な見地からも多面的・
多角的に考察し，情報を批判的に読み解いて公正に
判断する力を養うことができます。
○ 生徒が，「地理的な見方・考え方」を働かせて学習を
進める中で，自分なりの枠組みで社会や世界をとら
え直し，自己との関わりを考えて，今日的な課題の
所在やその解決について探究することができます。
➡「日本の国土の広がり」では，日本の領土をめぐる
今日的課題や，領土・領域などについて理解を深め
ます。こうした学習を通して，他国を尊重し，国際
社会の平和と発展に寄与する態度を養うようにして
います。

◆市民的教養としての基礎・基本が身につく教科書

◆現代社会のしくみや課題を読み解き，学び合う教科書

▲p.6「地理にアプローチ」▲p.Ⅱ「小学校の社会科の学習を振り返ろう」

▲p.22「日本の国土の広がり」
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◆主権者として共に生きる力を育む教科書

○生徒が，自らも社会を形成していく市民の一人であ
ることへの自覚を高めることができます。
○生徒が，責任ある主権者として社会に参画しようと
する意識や，多文化共生と持続可能な社会の創造を
目ざして関わり続けようとする意欲を高めることが
できます。

➡「地域のあり方」（p.274 ～ 281）では，これまで
の学習を振り返りながら，農村・都市の課題や自分
たちの暮らす地域の課題を見つめ直し，課題を解決
する方法を考察・構想していきます。こうした学習
を通して，公共の精神に基づき，主体的に社会の形
成に参画し，その発展に寄与する態度を養うように
しています。

　また，本教科書は，特に以下の点にも留意して，単
元構成や教材の選定を行っています。

● 日本の多様な伝統・文化に対する認識を深め，
市民として地域を創造できる教科書

➡「現代に生きる地域文化」(p.250 ～ 251)などを通
して，伝統と文化を尊重し，それらを育んできた我
が国と郷土を愛する態度を養うとともに，個人の価
値を尊重し，創造性を培い，自主及び自律の精神を
養うようにしています。

２．対照表
　図書の内容・構成と，教育基本法第二条の第１号から第５号との対応を示します。

教育基本法第二条
<第１号>  幅広い知識と教養を身に付け，真理を求める態度を養い，豊かな情操と道徳心を培うとともに，健やかな身

体を養うこと。
<第２号>  個人の価値を尊重して，その能力を伸ばし，創造性を培い，自主及び自律の精神を養うとともに，職業及び

生活との関連を重視し，勤労を重んずる態度を養うこと。
<第３号>  正義と責任，男女の平等，自他の敬愛と協力を重んずるとともに，公共の精神に基づき，主体的に社会の形

成に参画し，その発展に寄与する態度を養うこと。
<第４号> 生命を尊び，自然を大切にし，環境の保全に寄与する態度を養うこと。
<第５号>  伝統と文化を尊重し，それらをはぐくんできた我が国と郷土を愛するとともに，他国を尊重し，国際社会の

平和と発展に寄与する態度を養うこと。

◆主権者として共に生きる力を育む教科書

● 日本の多様な伝統・文化に対する認識を深め，
市民として地域を創造できる教科書

２．対照表

▲p.250 〜 251　「現代に生きる地域文化」

▲p.280「地域に向けて発信する」



4

教科書の単元構成 特に意を用いた点や特色 該当箇所

巻頭：世界のさまざまな風景－世界遺産
　　　地理の学習を始めるにあたって
　　　地理にアプローチ

○世界の各地の様子を中心に，豊富な写真資料を用いて取り上げるとともに，小学
校の学習を振り返りながら，地理への関心を高めるように構成しました。〈第１号〉

○巻頭1〜2
○p.Ⅰ〜Ⅳ
○p.6 〜 8

第
１
編　
世
界
と
日
本
の
地
域
構
成

第1章 世界の地域構成
 ①身近なものから見える世界
 ②地球を表す模型
 ③地球儀から世界地図へ
 ④200近くの国々からなる世界
 ⑤｢ユニオンジャック｣はどこにある？

○地球儀や世界地図の読み取り方を学ぶことで，小学校での学習内容をさらに深め，
整理できるようにしました。〈第１号〉

○各国の国名や国旗などを学ぶことで，伝統・文化の意義とその継承についての理解
が深まるようにしました。〈第５号〉

○p.10 〜 15

○p.16 〜 19

第2章 日本の地域構成
 ①世界の中の日本の位置
 ②日本の国土の広がり
 ③日本の領土をめぐって
 ④47の都道府県

○東アジアにおける日本の位置や，都道府県庁所在地の発達と変化などについて，
小学校で学習した内容を整理し，確認しながら進められるようにしました。〈第１
号〉

○日本固有の領土である北方領土や竹島，尖閣諸島をめぐる現状について，認識を
深めるように配慮しました。〈第５号〉

○p.20 〜 21, 26 〜 27

○p.22 〜 25

第
２
編　
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

第1章 世界の人々の生活と環境
 ①地域によって気候が変わる
 ②赤道に沿った暑い地域の暮らし
 ③植物の少ない乾いた地域の暮らし
 ④温暖な地域の暮らし
 ⑤雪と氷に囲まれた地域の暮らし
 ⑥標高が高い地域の暮らし
 ⑦さまざまな言語と人々の暮らし
 ⑧さまざまな宗教と人々の暮らし

○世界各地の人々の生活や労働の様子を取り上げ，地域の自然・社会条件と暮らし
との関わりについて興味・関心を高めるようにしました。〈第２号〉

○世界の言語・民族・宗教と社会との関わりを通して，多様な価値観や文化に対す
る理解と寛容を育むようにしました。〈第５号〉

○p.30 〜 41

○p.42 〜 45

第2章 世界の諸地域
 １節　アジア州
 ２節　ヨーロッパ州
 ３節　アフリカ州
 ４節　北アメリカ州
 ５節　南アメリカ州
 ６節　オセアニア州

○各節導入部分では写真構成で州のイメージを膨らませ，さらに本編では世界の州
の精緻な地勢図を掲載して地域を大観する学習を助けるようにし，衛星画像をは
じめ，科学性や芸術性の面からも効果的に活用できる地図など諸資料を掲載しま
した。〈第１号〉

○温暖化や酸性雨などの地球的課題について多角的に取り上げ，諸課題の解決や持
続可能な社会づくりには国際的な協力はもとより，自らの行動が不可欠であるこ
とについて理解が深まるようにしました。〈第４号〉

○p.48 〜 50, 66 〜
68, 82 〜 84, 92
〜 94, 106 〜 108, 
118 〜 120

○p.54 〜 55, 57, 76
〜 77, 85, 87 〜 89, 
100, 102 〜 103, 
111, 112 〜 113, 
115, 121, 123, 124
〜 125

第
３
編　
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

第1章 地域調査の方法を学ぼう
 ①地域をながめて
 ②調査の計画を立てる
 ③地形図を使って調べる⑴
 ④地形図を使って調べる⑵
 ⑤地域の防災について調べる
 ⑥調査の結果をまとめる
 ⑦他の地域と比べる

○地域調査について学習していく中で，自分なりに考えてテーマを設定したり，仮説
を立てたり，意見を交換したりする学習活動が充実するようにしました。〈第２号〉

○地理的技能の一つである地形図の読図を身につけ，さらに新旧の地形図を読み取
ることで，地域の変化に気づき，郷土に関する興味・関心が高まるようにしました。

〈第５号〉
○公共的な活動や政策に取り組む人々の様子を取り上げ，活動の内容や人々の思い

に触れる学習を通して，社会形成への参画意識を高めるように配慮しました。〈第
３号〉

○p.134 〜 137

○p.138 〜 141

○p.142 〜 146

第2章 日本の特色と地域区分
 ＊地域区分をしてみよう
 ①変動する大地，安定した大地
 ②変化に富む日本列島の地形⑴
 ③変化に富む日本列島の地形⑵
 ④四季のある気候
 ⑤自然災害に向き合う
 ⑥災害から身を守るために
 ⑦変化する人口
 ⑧人口分布のかたよりがもたらす問題
 ⑨輸入に頼る資源・エネルギー
 ⑩日本の産業活動と立地
 ⑪交通・通信による結びつき

○地形，自然災害と防災，開発と環境保全に関する具体的な事例を豊富に取り上げ，
自分たちの暮らしとの関わりについて関心と考察を深めるように構成しました。

〈第４号〉

○日本の人口の特色に関する，分布図や人口構成などの資料を読み取る作業を通し
て，人口からみた我が国の地域的特色を理解できるようにしました。〈第１号〉

○我が国がエネルギー資源や鉱産資源の大部分を海外からの輸入に頼っており，消
費大国でもあるという現状から，地球の有限性に気づかせ，国際的な合意と協力
が必要であることに気づかせるように構成しました。〈第５号〉

○p.148 〜 161

○p.162 〜 165

○p.166 〜 167
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第
３
編　
日
本
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

第3章 日本の諸地域
 １節　九州地方
 ２節　中国・四国地方
 ３節　近畿地方
 ４節　中部地方
 ５節　関東地方
 ６節　東北地方
 ７節　北海道地方

○各節導入部分では写真構成で地方のイメージを膨らませ，さらに本編では各地方
の精緻な地勢図を掲載して地域を大観する学習を助けるようにし，科学性や芸術
性の面からも効果的に活用できる地図など諸資料を掲載しました。〈第１号〉

○各地方の様子や，そこに生きる人々のすがたを豊富な写真資料を中心に取り上げ，
人権・平和・環境・文化などの普遍的な概念について理解と考察を深めるように
しました。〈第１号〉

○各地方の特色にせまるための視点を通して，地域社会が抱える課題と，地域を活
性化するための人々の工夫や努力について考察を深めるようにしました。〈第３号〉

○p.174 〜 177, 188
〜 191, 202 〜 205, 
216 〜 219, 230
〜 233, 244 〜 247, 
258 〜 261

○p.174 〜 272

○p.178 〜 186, 192
〜 200, 206 〜 214, 
220 〜 228, 234
〜 242, 248 〜 256, 
262 〜 271

第4章 地域のあり方
 ①地域の課題をとらえる⑴
 ②地域の課題をとらえる⑵
 ③地域の課題を調べる
 ④地域に向けて発信する

○学習してきた各地域の特色と課題をとらえていく中で，自分たちの暮らす地域に
ある課題を見つめ直し，課題解決に向けて主体的に社会形成に参画していきなが
ら，地域や社会を持続可能なものにしていこうとする意識が芽生えるように配慮
しました。〈第５号〉

○p.274 〜 281

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色
　本教科書は，教育基本法に示された義務教育の目的や，学校教育法に示された義務教育の目標などを達成
するために，特に以下の点に意を用いて編修しています。

特色１　見やすく，わかりやすい紙面

＊教科書の紙面は，ワイドで見やすいＡＢ判を採用し，授業展
開や学習の見通しがつかみやすい「１時間＝見開き２ページ」
で構成しています。
＊興味・関心を高める写真・絵などの資料も豊富に，かつ効果
的に配置しています。

特色２　小学校の地理学習との接続・関連

＊第１編直前に設けた「地理にアプローチ」では，小学校で学
習した地図やグラフに関する基礎的な学習を振り返る作業 を
位置づけ，中学校第１学年へのスムーズな接続が図られるよ
うにしています。

特色３　ユニバーサルデザインへの配慮

＊色覚等の特性をふまえた，判読しやすい配色（カラーユニバーサルデザイン）やレイアウト，表現方法，
文字（ユニバーサルデザインフォント）などの工夫により，全ての生徒にとって学びやすい紙面づくりに
配慮しています。

特色４　地球となかよし

＊教科書の印刷には，環境にやさしい再生紙と植物油インキを使用し，地球環境への負荷軽減に配慮してい
ます。また，印刷にはグリーン電力を使用しています。

３．上記の記載事項以外に特に意を用いた点や特色

特色１　見やすく，わかりやすい紙面特色１　見やすく，わかりやすい紙面

特色２　小学校の地理学習との接続・関連特色２　小学校の地理学習との接続・関連

特色３　ユニバーサルデザインへの配慮特色３　ユニバーサルデザインへの配慮

特色４　地球となかよし特色４　地球となかよし

▲p.218「多様な産業がみられる地域」



1

編 修 趣 意 書
（学習指導要領との対照表，配当授業時数表）

受理番号 学　校 教　科 種　目 学　年

31-24 中学校 社会 地理的分野 １-２

発行者の
番号・略称

教科書の
記号・番号 教　科　書　名

17 教出 地理 702 中学社会　地理　地域にまなぶ

１．編修上特に意を用いた点や特色
　本教科書は，学習指導要領に示された社会科の目標及び内容，内容の取扱いに準拠しつつ，教科と地理的
分野の改訂の要点などをふまえて，「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて，特に以下の点に意を用
いて編修しています。

◆「地理的分野の改訂の要点」からみた特色

● 全体を「世界と日本の地域構成」「世界のさまざまな地域」「日本のさまざま
な地域」の三つの編に分けました。「世界と日本の地域構成」は，小学校で
の学習成果をふまえ，世界・日本の地域構成を大観する，地理学習の導入的
部分と位置づけました。その後，「世界」「日本」と学習の進行にともない，
学習内容や学習活動が段階的に発展，深化するように構成しています。
● 特に第３編･第１章「地域調査の方法を学ぼう」では，地図の活用に関する
基礎的な知識・技能を確かめ，続く「日本」の学習に役立てるように構成し
ました。第４章「地域のあり方」では，「日本」の学習成果をふまえて，生
徒が生活している地域の発展に努めようとする，社会参画の視点を取り入れ
た学習を深め，公民的分野の学習への連携がスムーズになされていくように
工夫しています。

１．編修上特に意を用いた点や特色

◆「地理的分野の改訂の要点」からみた特色

① 地理的見方・考え方
を働かせ，情報に向
き合い，それについ
て主体的に選択･判
断し，説明･議論する
力を養う学習の重視

▲p.134 〜 135　「地域をながめて」
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● 学習の冒頭の「地理の学習を始めるにあたって」では，小学校の社会科の授
業の振り返りと，中学校の社会科の見通しを示すことで，小学校の社会科と
の接続・関連を図ると同時に「地理的な見方・考え方」を働かせて以降の学
習が展開できるように配慮しました。
● さらに「地理にアプローチ」を設け，方位や縮尺，地図帳の使い方などの小
学校社会科で学んだ基礎的な知識を確認できるように配慮しました。
● 本文中に「地理の技」のコーナーを適宜設け，世界・日本の略地図の描き方，
統計資料の使い方などについて取り上げることで，生徒が基本的な地理的技
能を身につけやすいように配慮しています。

● 地理の基礎的・基本的な技能の習得を図るために，本文の流れに即して「読
み解こう」のコーナーを設け，具体的に資料を読み取りながら，考察する学
習活動を重視しました。写真・地図・グラフなどの多様な資料について，具
体的な手がかりや問いかけをもとに取り組む中で，資料活用を中心とした読
解力が身につくように配慮しています。

● 本文の学習ごとに，学習課題と対応させた「確認」と「表現」のコーナーを
設けました。この時間で学習したことをもとに，「確認」では基礎的事項の
確認・整理，「表現」では地理的事象や課題などに関わる説明や話し合いな
どの表現活動と，段階的に取り組めるように工夫しています。

● 章や節などの末尾に，「学習のまとめと表現」
のページを設けました。まず，学習してきた地
域について，再度地図を用いて主な地名などの
確認，「ワードチェック」では学習してきた言
葉の確認と，知識に関わる整理ができます。そ
の後，設定されたテーマについて自分なりの言
葉で説明する「表現しよう」，さらにまとめた
意見について互いに話し合う「意見を交換しよ
う」を設けました。

▼p.171「交通・通信による
結びつき」

▶p.223「先進的な第一次産業」

▲p.187「九州地方の学習を振り返って整理しよう」

▲p.17「地理の技〜統計資料を
使ってみよう」

② 地理について考察す
る力や説明する力の
育成
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● 大項目Ｂ・Ｃに位置づ けられた「諸地域」学習については，教科書総ページ
数の半分以上を充て，重点化して取り扱いました。学習の中核となる「世界
の諸地域」「日本の諸地域」については，それぞれ節で区分し，まとまりと
してとらえやすくしました。

● 世界・日本の「諸地域」の学習では，写真資料で構成された見開きページで
学習前に節全体を概観できるようにし，それに続く２ページに世界の各州や
日本の各地方の地勢図を必ず掲載し，適宜参照できるようにしました。
● 第１編・第２章の「日本の国土の広がり」「日本の領土をめぐって」の学習
では，我が国の領域を大観するための地図をまず提示し，次に北方領土・竹
島や尖閣諸島の位置や範囲について，歴史的経緯も踏まえた本文記述と併せ
て，地図と写真を用いて詳しく理解しやすい構成としています。⇨p.22～ 25

● 第３編・第１章「地域調査の方法を学ぼう」では，事例地域における調査の
様子をリアルに表現した記述を織り交ぜながらも，生徒による調査過程を再
現する構成・記述で展開し，他地域でも調査活動のモデルケースとして活用
できるようになっています。特に，調査活動に必要な視点と方法については
「地域調査の手引き」として位置づけ，強調しました。
● 第３編・第４章の「地域のあり方」では，「日本の諸地域」学習を受けて，
生徒が地域の課題に沿って調査を行い，その結果をポスターにまとめるなど
して地域へ発信していく展開とし，社会への参画を図るように留意しました。

◆「教科書の構成や造本」からみた特色

● 本文紙面は，ワイドで見やすいＡＢ判を採用し，授業の流れや学習の見通し
をつかみやすいように，１時間の授業を見開き２ページで構成しました。左
上の部分に，学習の導入または中心となる資料を配置し，キャラクターの問
いから学習を展開していく形式としています。

◆「教科書の構成や造本」からみた特色

④ 地図の活用を中心と
した地理的技能育成
の一層の重視

⑤ 地域調査における
「学び方」と言語活
動の充実

① 基礎的・基本的な知
識や技能の確実な習
得を図る構成

③ 地域的特色に関わる
学習の重視

▶p.176 〜 177
「多様な自然がみられる地域」
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● タイトルには，学習内容を象徴的にイメージさせる主題と，学習事項を示す
副題をおき，併せて「学習課題」を明示することで，生徒が課題意識をもっ
て学習に取り組めるようにしました。
● 学習の導入となる資料を補足・説明し，本文内容との接続をはかる「LOOK!」
により，スムーズに本文に進んでいけるようにしたほか，小見出しと太字の
重要語句から学習のポイントをつかみやすいように工夫しています。
● 地図やグラフなどの諸資料にも，「Ｑ」のマークを付した問いかけを設けて，
常に課題意識をもって資料を読み取ることができるように留意しています。
● 難解な用語や補足説明の必要な箇所には，巻末に用語解説を設けるだけでな
く，側注も設け，生徒への一助となるように配慮しました。本文中には，資
料との関連を示す番号や，前出・後出箇所との関連を示す参照ページ，右ペー
ジ下には地理の他ページとの関連のほか，他分野との関連も示しています。

● 本文の学習から興味や関心を広げていくコラム「地理の窓」を設けています。
本文内容からさらに一歩進んで興味・関心を喚起することができる内容です。
● 世界の各州や日本の各地方の事例をもとに，今日的な課題に迫る特設ページ
を設け，個人やグループで学びを深めていくことへ対応しています。特設ペー
ジの最後にも「Ｑ」が設けられ，学習を深めることができます。

● 教科書と当社ウェブサイトをリンクさせ，学習に役立つさまざまな情報を得
ることができる「まなびリンク」を設けました。 
● 個人でさらに追究したり，グループで調べ学習を進めたりする際
の有用な情報の収集などに役立ちます。

▲p.90「アフリカの歩みと課題」

▲p.57「地理の窓　深刻化する環境問題」

▲p.194
「人口減少と地域の悩み」

② 個人やグループでの
学習活動への対応

③ 学びを広げ，深める
ためのインターネッ
トの活用
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２．対照表２．対照表

教科書の単元配列 【配当時数】 学習指導要領の内容 該当箇所

第1編　世界と日本の地域構成 【9】 A p.9 〜 27

第1章 世界の地域構成
第2章 日本の地域構成

5
4

A(1)①
A(1)②

p.10 〜 19
p.20 〜 27

第2編　世界のさまざまな地域 【43】 B p.28 〜 128

第1章 世界の人々の生活と環境
　　学習のまとめと表現

【9】
1

B(1) p.30 〜 45
p.46

第2章 世界の諸地域
　1 アジア州
　　学習のまとめと表現
　2 ヨーロッパ州
　　学習のまとめと表現
　3 アフリカ州
　　学習のまとめと表現
　4 北アメリカ州
　　学習のまとめと表現
　5 南アメリカ州
　　学習のまとめと表現
　6 オセアニア州
　　学習のまとめと表現

【34】
7
1
6
1
3
1
5
1
4
1
3
1

B(2)①

B(2)②

B(2)③

B(2)④

B(2)⑤

B(2)⑥

p.47 〜 128
p.48 〜 64
p.65
p.66 〜 80
p.81
p.82 〜 90
p.91
p.92 〜 104
p.105
p.106 〜 116
p.117
p.118 〜 126
p.127

第3編　日本のさまざまな地域 【63】 C p.133 〜 281

第1章 地域調査の方法を学ぼう 【6】 C(1) p.134 〜 146

第2章 日本の特色と地域区分
　　学習のまとめと表現

【12】
1

C(2) p.147 〜 171
p.172

第3章 日本の諸地域
　1 九州地方
　　学習のまとめと表現
　2 中国・四国地方
　　学習のまとめと表現
　3 近畿地方
　　学習のまとめと表現
　4 中部地方
　　学習のまとめと表現
　5 関東地方
　　学習のまとめと表現
　6 東北地方
　　学習のまとめと表現
　7 北海道地方
　　学習のまとめと表現

【42】
5
1
5
1
5
1
5
1
5
1
5
1
5
1

C(3)
C(3)①

C(3)②

C(3)⑤

C(3)③

C(3)④

C(3)⑤

C(3)①

p.173 〜 273
p.174 〜 186
p.187
p.188 〜 200
p.201
p.202 〜 214
p.215
p.216 〜 228
p.229
p.230 〜 242
p.243
p.244 〜 256
p.257
p.258 〜 271
p.272

第4章 地域のあり方 【3】 C(4) p.274 〜 281

用語解説
世界の国々のあらまし・日本の都道府県のあらまし
さくいん

p.282 〜 287
p.288 〜 291
p.292 〜 295

計115


